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まちのアルバム

　町の発展のために顕著な功労のあった人や団体を表彰する「鬼北町功労賞授与式」は６月16日、広見体育セ
ンターで行われました。
　今年度は、消防防災部門と教育文化部門において、以下の方々が受賞しました。

【消防防災部門・二宮悟さん】
　二宮悟さん=父野川下=は、昭和58年１月７日に日吉村消防団に入
団して以来、先頭に立って消防活動に邁進。団員の育成強化のための
礼式訓練はもとより、消防操法の技術向上に格別の力を注ぎ、団員指
導に尽力してきました。
　平成29年４月、鬼北町消防団長に任命されてからも、消防人として
の責務を強く感じ、水害・火災発生時には率先して出動し、多年にわ
たる経験と消防戦術により、現場において的確に判断・対処し、幾多
の災害による被害を最小限に留めています。
　長年培った消防知識や優れた指導力・判断力、そして誠実な人柄も
相まって、団員からの信望も厚い二宮さん。そして、これまで規律あ
る消防団育成に努めてきた功績が認められ、今回の受賞となりました。

【教育文化部門・岡本康聖さん】
　保育園児の頃から多方面で活躍していたスポーツ少年の岡本康聖さ
ん=近永=は、宇和島東高校入学後、父の勧めもあり、ボート部に入部。
ストロークの大きさと持久力を活かし、中盤から後半に勝負をかける
レース運びが持ち味の岡本さんは、２年連続で国体に出場し、見事３
連覇に貢献しました。「自分の力で全国大会に出場してみたい」とい
う目標を見事に達成しました。また、高校３年生で初の国際大会（ア
ジアジュニア（19歳以下）選手権大会）・「男子舵手なし４人スカル」
の日本代表として出場し、見事金メダルを獲得しました。ボートの日
本男子シングルスカルの第一人者として活躍しています。
　町内のスポーツに取り組んでいる子どもたちに夢と希望を与えると
ともに、町民に活力をもたらした功績が認められ、今回の受賞となり
ました。

【教育文化部門・河添千秋さん】
　小学４年生から陸上を始めた河添千秋さん=成藤=は、小学６年生
のとき「第25回愛媛県小学校陸上運動記録会（走り幅跳び女子）」で、
４m80㎝という驚異の大会新記録を樹立し、愛媛県１位に輝きました。
宇和島南中等教育学校に入学後は陸上部に入部し、１年生のときに出
場した「第44回ジュニアオリンピック陸上競技大会（走り幅跳び）」
で５m45㎝をマークし１位を獲得。４年進級時、松山北高等学校に転
校後も、高校２年生のときに出場したえひめ国体では、三段跳びで７
位、高校３年生のときに出場した福井国体では、走り幅跳び1位、三
段跳び２位の好成績を収めています。
　陸上の日本女子走り幅跳びと三段跳びでの第一人者として活躍して
いる河添さんの功績を称え、今回の受賞となりました。

夢と希望を与えてくれてありがとう！
◎鬼北町功労賞授与式


